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Ⅱ．空気清浄 
局所排気によって作業場から出てきた空気を清浄にする空気清浄装置の種類は、気中

に含まれる化学物質の状態によって変わります。化学物質が粉じんやヒュームなどの場合は
除じん装置が使われます。一方、化学物質がガスや蒸気の場合は、排ガス処理装置が使
われます。 

以下に、除じん装置の特徴を示します。自社の状況を踏まえた上で、専門家やメーカー
に相談し、適切な装置の導入を検討してみましょう。 
 

除じん装置 

除じん装置には、以下のように除じん原理の異なる様々な種類があり、それぞれ特徴
があります。 

除じん装置の種類と特徴 
種類 原理 分離粒径 

（μm） 
除じん効率 

（%） 
設備費 運転費 適用条件 

重力除じん装置 重力沈降 >50 ― 小 小 前置き除じん装置として
使用 

慣性力除じん装置 慣性衝突 >20 ― 小 小 前置き除じん装置として
使用 

遠心力除じん装置 
(サイクロン) 

遠心力 >10 (大型) 
>5  (小型) 

40〜75 (大型) 
75〜95 (小型) 

中 中 付着性の強い粉じんは
不可 

遠心力除じん装置 
(マルチサイクロン) 

遠心力 >2.5 95 中 中 付着性の強い粉じんは
不可 

洗浄除じん装置 
(ベンチュリ・スクラバ) 

加湿 >1 90〜99 中 大 湿式サイクロンと併用の
必要あり 

ろ過除じん装置 
(バグフィルター) 

ろ過 >5 (粗布) 
>1 (極細布) 

90〜99 中 中以上 付着性の強い粉じん、水
分の多い粉じんは不可 

電気除じん装置 静電気 >0.1 90〜99 大 小〜中 粉じんの種類に制限あり 

出典︓中央労働災害防止協会編「粉じん作業特別教育用テキスト 粉じんによる疾病の防止 指導者用」（平成 29 年）を元に作成。 
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  粉じんの種類に適した除じん装置を使いましょう。 
粉じんの種類 左記粉じんに適した除じん装置 

ヒューム ろ過除じん装置 
電気除じん装置 

ヒューム以外の粉じん 遠心力除じん方式 
洗浄除じん装置 
ろ過除じん装置 
電気除じん装置 

出典︓中央労働災害防止協会編「粉じん作業特別教育用テキスト 粉じんによる疾
病の防止 指導者用」（平成 29 年）を元に作成。 

 
  除じん装置を選ぶ際には、以下の事項に留意しましょう。 

① 粉じんの粒径分布を十分考慮すること。 
② 処理する粉じんの粒径が数マイクロメートル以下の場合には、洗浄、ろ過または電気

による除じん装置を選ぶこと。 
③ 水の使用が制限される場合は、湿式の方式の装置を避け、やむを得ない場合には、

循環方式のものを考慮すること。 
④ 洗浄した水が強酸性、強アルカリ性となり、汚水の処理、機器の腐食等の不都合が

起こると思われるときには、乾式の方式のものを選ぶことが望ましい。 
⑤ 洗浄除じん装置については、使用した後の水の処理も合わせて考慮すること。 
⑥ 粒子が比較的粗く、粉じん量の多いものを処理する場合には、慣性力除じん、遠心

力除じん装置などの方式の前置き除じん装置を併置すること。 
出典︓中央労働災害防止協会編「粉じん作業特別教育用テキスト 粉じんによる疾病の防止 指導者用」
（平成 29 年）より。 

 

  粉体を扱う場合、作業場の空気を清浄に保つためには、除じん装置の管理がとても重要です。フ
ィルターが目詰まりしていないか、吸引力が低下していないか、よく確認しましょう。 

  吸引力を維持するには、ダクト内に粉じんが堆積していないことも重要です。 
 
 

  


